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舞踊の意味について検討 しようとするとき, 舞

踊美学の権威 であ るフランシス ・スパ ショット

(Sparshott 1988 p.187)が 指摘するように第1に

検討する上での基礎がない, 第2に 前提 となる理

論がない, 第3に 実技において生起する問題 との

関連で実 りある方向をもつことなどに留意 したい。

そこで本報告では主に記号学の分野で使用されて

いる理論に沿って舞踊 とのかかわりを検討するも

のである。

ここでmovementと いう言葉は位置の移動, 身

体や手足の動き, 気持ちの動きを含む 『変化をう

みだすもの』ととらえた。

1.舞 踊の単位とはなにか

あるジェスチャーを基本の単位として選び, そ

の動きのは じまりと終わ りを考えるとき, これが

人間の動きの基本的要素である屈曲, 伸長, ね じ

れ, 回転などと結びついた り, 歩, 走, 様々なス

テップ, 跳躍 と結びついているのを無視できない。

また, 瞬間的なポーズや静止も身体活動上重要な

意味をもつ。
これらの動きの基本的単位がそのまま舞踊の単

位であるとはいえない。 ア ドシェッド(Adshead
1988pp.21-40)が のべるように, 動きの基本的

単位は(1)movementと 他の要素間の違 いを区別

し, (2)これらの特色を記述 し, (3)命名する, こと

には じまる。 これら命名された単位は言葉の語彙

(lexicon)に あたる。
バ レエにおいてはこうした単位 は, 約200の ス

テップの他にアラベスクやピルエヅトなどの名称

がつけられている。モダンダンスにおいては, 自

身の語彙をつ くりだす ところから始まると言える。

例えば, マーサ ・グラームのコントラクション・

リリース, ドリス ・ハンフ リーとワイ ドマンの

ホール ・リカバ リー, またダンスウォークに関す

る微妙なちがい, つま り自然動作を重視するダン

カンウォーク, 肋骨を引き上げながらす り足で進

む リモンウォークなどは西洋舞踊に共通な歩き方

であるまずつま先を床に触れてから序々にかかと

に体重をうつすや りかたとはす こし違 う。

語彙がつなが りスタイルをうみだす。舞踊の各

種類はそれぞれの範囲(range)が あ り, 振付者や

演技者はこれらスタイルによって自身の振付や演

技を決める。

舞踊人類学者の多 くが動きの記譜と分析の際ラ
バノーテイションを使用する。この方法は着実な

研究と業績を残 しているにもかかわらず記譜 と解

読 に 時 間 と努 力 を 要 す る と ころ に難 点 が あ る。 ネ

ル ソ ン ・グ ッ ドマ ン(Goodman l968 p.217)の こ

とぼ を 借 りるな ら 「一 般 の音 楽 譜 と同様 に, 理 論

上, 実践 上 の テ ス トは 大変 うま くパ ス して い る」
一 方 で, コ ーノ、ン(Cohen 1984 p.154)の 指 摘 す

る よ うに 「粉 々に そ れ ぞれ の動 き に して しま う以

外 の要 素 が 舞踊 に は無 いか の よ うで あ る」 と い う

欠 点 もあ る。

バ ー テ ィニ エ フ(Bartenieff 1967 P.92)は ダ ン

ス の パ タ ー ンが 矛盾 な く異 文 化 間 に比 較 され, 文

化 的歴 史 的 コ ンテ クス トの 中 で地 域 的, 機能 的 な

類 別 を可 能 にす る た め の研 究 のた め に, ラバ ンの

エ フ ォー トとシ ェイ プ の概 念 と ア ラ ン ・ロー マ ッ

ク ス の カ ン トメ トリ ヅク ス(cantometorics)を 結

合 させ コ レオ メ トリ ック ス(choreometorics)の

シ ス テ ム をつ く りあげ た。 彼 女 は 身 体 の 態 度(a-

ttitude)と 姿勢(posture)お よび変 化 の しか た を

優 先 させ, 次 の よ うな カテ ゴ リーを使 って分 析 し

た。

身 体 の 態 度(body attitude)

エ フ ォ ー ト(effort)

シ ェイ プ(shape)

空 間 の 方 向(spatial orientation)

動 きの 始 動(initiation of movement)

連続 的 形 状(sequence configuration)

フ レー ジ ン グ(phrasing)

この方 法 は, 人 が他 者 を 環 境 との か か わ りに お

い て知 る と言 う と ころ に あ り, 動 きを ば らぼ らの

寄 せ 集 め と して とら え るの で は な く, 全 体 と して

受 け止 め よ う とす る と ころに 特 色 が あ る。 また, 

動 き の質(quarity)に 着 目 し, rmovementと い う

言 語 に よっ て 外 界 へ の 方 向 づ け よ り, 行 動, 活

動, 舞 踊 の なか に沸 き立 つ 感情 が は け 口を 求 め, 

内面 の世 界 の 方 向 を成 立 させ る」 と い う立 場 に

た っ て い る。 分 析 の 角 度 は エ ネ ル ギ ー, な が れ

(flow)に 特 色 を もつ。 各 ス ケ ール に よ って と ら

え られ た 動 き のパ タ ー ンは電 算 機 に か け られ 中核

(core)が 抽 出 され る。

カガ ン(Kagan. E 1978 PP.75-92)は この方 法

を 「ラバ ノ ーテ ー シ ョンだ け で は, あ る ス タ イル

上 の もの と表 現 的 観点 を一 致 した か た ち で確 実 に

と らえ る こ とが で きな い が, エ フ ォー ト/シ ェイ

プ は よ り完 全 な 記述 をす る上 に可 能 性 が あ る」 と

評 価 した。
一 般 的 な ダ ンス ムー ブ メ ン トの カ テ ゴ リーは ハ

ンナ(Hanna 197g PP.245-246)の 研 究 に み る こ

とが 出 来 る。 彼 女 は ム ー ブ メ ン トを 「時 間 と空 間

の 中 で, 刺 激 に お う じて放 出 され る筋 肉 の 反 応 を

通 して の エ ネ ル ギ ー の視 覚 的, 運 動 学 的 な 結 果 」

と定 義 しな が ら, これ が ダ ンス の 本 質 で あ る との

べ る。 ま た, ダ ンス ム ー ブ メ ン トの デ ー タ ・カテ

ゴ リー を作 成 し, そ の 部 分 間 の 相 互 関 係 で あ る構
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造 とス タ イ ル(す べ て の 要 素 の質 や 特 徴 とな る様

式)を 次 の よ うに 分類 した。

空 間(space)

方 向(direction), レベル(level), 広 さ(a-

mplitude), 焦 点(focus), グル ー ピ ン グ(9-

rouping), 形 態(shape)。

リズ ム(rhythm)

テ ンポ(tempo), 持 続 時 間(duration), ア ク

セ ン ト(accent), 拍 子(meter)。

ダ イ ナ ミクス(dynamics)

空 間(space), 流 れ(flow), 移 動(locomot-

ion), 投 射 され た 特 質(projectional quality)。

特 徴 的 な 身 体 の 使 い 方(characteric use of

body)

姿 勢(posture), 移 動(locomotion), ジ ェス

チ ャー(gesture)。

彼 女 の舞 踊 人 類 学 上 の パ ース ペ ク テ ィブは 民族

学 の方 法 論 や 文 化 人類 学 と考 古学 を伴 う社 会 言語

学 を ダ ンス研 究 の た あ の方 法 論 を発 展 させ るた め

の基 礎 と しなが ら, ダ ンス の動 きを 社 会 文 化 的 な

コ ンテ ク ス トの な か で の コ ミニ ュケ ー シ ョンの媒

体 と して扱 っ て い る。 そ して この立 場 を ダ ンス 記

号学 と命 名 して い る。 この よ うに, 舞 踊 の 単位 は

個 々 の動 き を細 か く細 分化 す るか た ちか ら, そ の

質 を ど う捕 え る のか, 更 に は環 境 や 社 会 とい うコ

ンテ ク ス トの なか で対 応 す る個 又 は コ ミュ ニケ ー

シ ョ ンの媒 体 と して と らえ られ る よ うに な って き

た。

2.シ ン タ ック ス(syntax)

個 々 の動 きが どの よ うにつ なが り舞 踊 の さ らに

長 い単 位 を 構 成 し て い くの で あ ろ うか。 ア ン ・

ノ、ッチ ン ソン(Hutchinson 1970 P.12)は 舞 踊 は 言

語 の よ うな も ので あ り, そ の中 に は 名 詞, 動 詞, 

副 詞 の よ うな 文 法 的 カ テ ゴ リーが あ る と考 え, つ

ぎ の よ うに の べ る。 「ム ーブ メ ン トは 変 化 を 意 味

し, 必 然 的 に 生 起 す る活 動(action)の 変 化 を 生

み 出す。 ム ー ブ メ ン トの文 法(grammar)に お い

て, これ らの 活 動 を 動 詞 とと らえ, 動 く身体 の各

部 分 を 名 詞 に, 活 動 が どの よ うに行 われ る か, 又

は 変 化 の程 度, パ フ ォー マ ンス の方 法 を 副詞 で表

す。」 この立 場 に立 つ と舞踊 は 言 語 的 枠 組 で捕 え

る こ とが 出 来 る。

そ れ で は 言語 と ま った く同 じつ な が りか た にな

るの で あ ろ うか。 「手 が しなや か にi揺れ る」 を 例

に 考 え て み よ う。 ハ ヅチ ン ソ ンの立 場 に たつ と確

か に変 化 を うみ だす た め の 名 詞, 動 詞, 副 詞 が 出

揃 って い る。 しか し, 言 語 で言 う と ころ の手 が し

な やか にゆ れ る とい う意 味 と舞 踊 の意 味 とは 異 な

る。 つ ま り, こ の 動 き が 「風 」 を 意 味 す る の か

「波 」 を意 味 す る の か 「心 のゆ れ 」 を 意 味 す るの

か わか ら な い。 舞 踊 の動 きのつ なが り方 は 発 語 と

そ の言 葉 の意 味 が 密 着 す る 言語 の よ うに は い か な

いのである。言語学ではシンタックスは統語(s-

yntagm)の 一形式であり, 意義深い単位の意味を
つくりだす関係である。つまり, ある意味を成立

させるための言葉 のくさりとしてシンタックス

(統語論)を とらえる事が出来る。

言語学の体系化に多大な貢献をしたソシュール

は言語と発語の違いを強調 し, 意味するものと意

味されるものとは表裏一体であると考えた。 これ

をバ レエのアラベスクにたとえると, アラベスク

の身体的形態はアラベスクの意味と表裏一体であ

ることになる。このパにかぎっては, このことは

うなづける。アラベスクという言葉の意味にアラ

ビアの唐草模様というのがあるからである。 しか

し, このパがいつもアラビア風のテーマに沿って

踊られるとは限らない。ヤコブ ・ゼ リンガー(J-

acob Zelinger 1979 p.41)は 「ダンスにおいてはき

ちんとした形式をもった統語論や舞踊単位の個別

化は意味をとらえる上で意義がない。むしろ, ダ
ンスやダンスの連続を範列(paradagmatic)と 連

辞(syntagmatic)か ら考えることが より意 義深
いのである。」との見解を示 した。 この考え方を

さらにすすめるならば, 動きの区切 りかたが問題

になる。なぜならば, 意味とはなによりも 『きり

わけること』になるからである。この主張はバル

トによってなされたもので 「言語 とは, 音 と思想

を同時に分解しつつ, 結合する両者の介在物であ

り, それによって連続的世界に 『くぎ り』をつけ

るものである。」(加藤茂 1990P.35)と なる。

 それではどのように区切るのかが次に問題にな

る。ここでいう連辞 とは線的で不可逆的な記号の

つなが り方で, その前後関係から意味がうまれる。

舞踊を例にとるならばバ レエにある トンベ, パ ド

ブレ, アッサンブレとい うパがある。 このアヅサ

ンブレはピルエットとかアラベスクにおき換わっ

た りするが, このアンシェルマン(結 合)に 独立

した意味があるわけではない。バレエやモダンダ

ンスにおいては線的な結合によってうまれる意味

は動きをどこで区切るかが問題であろう。2つ と

か3つ からなる動きから, 1作 品まるごとまでバ

リエーションはひろい。 アメリカの新 しいダンス

に影響をあたえた音楽家ジョン ・ケージの, ダン

スの新 しい形は意味をひとまとめにしようとする

試みの不在によって古い形から区別する, との指

摘にもあるように作品のスタイルによっても異な

る。

範列 とは諸記号の空間的な連合を指す, ここで

はなんらかの共通要素と差異的要素をもつ諸記号

が記憶のなかで潜在的に連合 しあうとされ, 連辞

渉 『そこにあることにおいて切 り分けられる』こ

とにたいして 『そこにないことにおいて分類 され

る』と言われる。文学では詩的表現がこれにあた

り, ここでは読み手の解釈が重要になる。このこ

-32-



とは舞踊においては意味を決定するうえでかな り

魅力のある立場である。なぜならば舞踊において

は観客が意味を決定する際に重要な役割をはたす

からである。 前に ものべたバル トの主張, つま

り, 連続的な現実世界への区切 りに際 し, 踊 り手

と観客との間にそ こにないことにおいてのコミュ
ニケーションが成立 し, 舞踊の意味が決定 される

からである。

3.意 味
ロイス(Royce 1984 PP.3-4)は 舞踊やマイム

の高度に様式化された動きは意味を伝達, 操作す

ることが可能であると述べながら動きの意味を直

喩的意味 と隠喩的意味およびマヅルカやタンゴな

どの舞踊その ものに属する意味の3つ をと りあ

げ, 演者, 観客の創 り出す意味の重要性について

述べている。ノ、ンナは動きの意味をさらに厳密に

とらえるために, 意味を伝えるためのダンスに利

用 できる6つ の象徴的な工夫を示 した(Hanna
1979 pp.38-46)。 その6つ とは具象化(concret-

ization), 偶像(icon), 様式化(stylization), 換喩

(metonym), 隠喩(metaphor), 現実化(acutu-

alization)で ある。また, 意味をもたらす工夫 と

して8つ の領域を示 した。それは, イベン ト, ボ

ディ, パフォーマンス全体, 広範囲のパフォーマ

ンス, 使用される特定の動き, 他のメディアとの

関連, 他のメディアに よる伝達手段, 臨場感(p-

resence)な どである。これらを縦と横の網 目にし

てダンスという記号を解読するための手段とした。

彼女はこれら網 目にさらに因習的な手段とオー ト

グラフ的な手段の2つ をも りこむ ことによって

コー ド化 と脱 コー ド化の論を進める。これらの視

点にたちアフリカのウバ カラダ ンスを解読 した

り, ジェンダーやス トレス, さらに広告 との関係

で現代社会におけるダンスの意味を考察しようと

している。

4.実 技とのかかわ りについて

以上の報告の後に, 自身の創作体験をふまえな

がら舞踊へのコード化について 『羅生門』を例に

自身の身体に発するオー ドグラフ的な手段を通 し

ての例と, 『秘儀』における伝統的な儀式か ら舞

踊への脱コード化の例をビデオで示 しながら 『生

を脅かすものへの抵抗』の意味についてふれた。

今回は舞踊の意味のとらえかたについての入 り

口にしかたどり着 くことしか出来なかった ことを

反省し, 本論の発展を今後の課題としたいと思っ

ている。
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